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 今、東ヨーロッパや中東では戦争が行われており、戦禍
せ ん か

に巻き込まれた人々の様子が連日伝えら

れています。戦場となっている国では、多くの命や家が失われ、人々は今もミサイルなどの攻撃に

怯える日々を送っています。 

およそ 80 年前、日本も戦争をしていました。群馬県でも、戦争により働き手が減り、食料も物

資も不足する中で、金属や飼っている動物の提供を求められ、また、爆撃機などによる都市への攻

撃が繰り返されるなど、次第に戦争前と同じ生活はできなくなっていきました。 

いつの時代にあっても、戦争は、「日常」を変えてしまうのです。 

実際に戦争を体験した人々が少なくなっていく中で、その記録を未来に引継ぐことは、当館の重要

な役割です。 

今回の展示では、当館の収蔵資料から、防空、軍需工場の実態、物資の供出、救われた文化財、

学校の記録など、戦時下の群馬県に関連する史料を紹介し、当時の人々の生活を振り返ります。 

                            

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

１ 防空監視・警備体制 ～レーダーのない中で～ 

群馬県内の資源の壊滅防止と治

安維持を目的として、群馬県総動員

警備計画が作られました。史料から

は、警備対象の重要インフラ施設に

ついて、表と図で一覧することがで

きます。 

史料５ 
群馬県総動員警備計画 昭和 11 年(1936)  A0184B00 16 

ー戦争が変えた日常― 
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２ 戦時下の人々の生活 

史料 17 
みんなで献金して軍用機調達 昭和 18 年（1943 年）P0106  827           

戦時中、民間からの献金によ

り軍に飛行機を納める運動が

全国で行われていました。この

資料は、長野原町羽根尾区で

1,141 円 43 銭を集めて「愛国飛

行機西部吾妻号」の調達費を献

納したことを記した領収書と

献納金割合帳です。 

１戸につき１円の献金に加

えて町民税 1 円につき２円 80

銭の割合で献金しており、税負

担とともに献金も重い負担で

あったことがわかります。 

３ これも供出？～深刻な物資不足の中で～ 

史料 26 
飼い犬の供出２ 昭和 19 年(1944) P0106  872            

県内で野犬にかまれてけ

がをする事件が多く発生し

ていることから、狂犬病予防

と治安確保を目的として、野

犬（鑑札のない犬）と猟犬以

外の畜犬（鑑札のある犬）を

集めて処分することを各区

長に伝えています。 
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４ 救われた群馬の文化財 

史料 29 救われた梵鐘 昭和 17 年（1942） A0108A0B 10           

兵器を製造する材料として、寺にある梵鐘も供出されました。その中で、価値ある梵

鐘と認められたものを残すための調査が行われ、46 の梵鐘を保存することとなりまし

た。調査にあたった県職員の感想には、調査中に供出済となった梵鐘が２つあったこと

は残念であると書かれています。 

５ 戦時下の学校 

史料 32 
安中高等女学校 学級日誌 昭和 15 年(1940) A1007B00 186         

安中高等女学校（旧安中

高等学校）の学級日誌で

す。その日に行われた授業

と学習内容だけでなく、注

意事項や記事の欄もあり

ます。当時の授業内容や学

校生活上の注意事項を読

むと、現代と変わらない一

面も見えてきます。 
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６ 徴兵
ちょうへい

・傷痍軍人及び軍人遺家族の援護 

昭和１６年に契約を結ん

だ徴兵保険証券です。徴兵

保険は子供が生まれるとす

ぐに加入することができ、

その子供が徴兵されたとき

に保険金と配当金を受け取

ることができる保険です。 

史料 40 
徴兵保険証券 昭和 16 年(1941)  P9305  17          

７ 復興のきざし 

史料 48 
前橋市市街化計画 昭和 22 年(1947) ) A0182A0B 4430 

前橋空襲（昭和20年８月５日）

で焼失した地域の復興計画につ

いての資料です。現在の前橋市

役所付近に博物館や美術館、体

育館等の公共施設を集めて建設

する計画を立てていたことがわ

かります。 
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